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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
－
４
 

夜
叉
　
８

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
６
２
５
６
Ｍ

【
作
者
名
】

　
み
づ
き
海
斗

【
あ
ら
す
じ
】

　
紅
色
を
放
つ
満
月
の
下
、
和
人
と
桜
と
の
決
戦
が
始
ま
る
－
－
－
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｎ

シ
リ
ー
ズ

第
４
弾
　
『
夜
叉
』
第
１
部
第
８
話
で
す
。
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満
月
－
１
（
前
書
き
）

長
い
。
。
。
（
＿
￥
）
一
応
、
『
夜
叉
 

１
』
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
す
。
ご
愛

読
の
程
を
・
・
・
・
・
・
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満
月
－
１

 
 

そ
し
て
、
満
月
。

　
紅
の
光
を
宿
し
た
妖
し
く
輝
く
月
。

　
『
昼
の
人
々
』
が
深
い
眠
り
に
就
い
て
い
る
頃
、
和
人
た
ち
は
リ
ビ
ン
グ
に

い
た
。

　
和
人
は
ソ
フ
ァ
で
、
裕
希
と
朝
子
と
秀
は
カ
ウ
ン
タ
ー
キ
ッ
チ
ン
で
コ
ー
ヒ

ー
を
飲
み
な
が
ら
。

　
「
裕
希
。
」

　
和
人
は
静
か
に
声
を
か
け
た
。
「
そ
ろ
そ
ろ
寝
た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

？
」

　
「
う
ん
・
・
・
　
・
・
・
」

　
裕
希
は
軽
く
頷
き
、
カ
ウ
ン
タ
ー
の
上
に
開
い
た
化
学
の
本
を
必
死
に
読
ん

で
い
る
。
そ
の
『
勉
強
』
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
の
が
隣
の
席
の
秀
。

　
朝
子
も
今
夜
は
キ
ッ
チ
ン
の
中
で
は
な
く
、
椅
子
の
上
に
い
た
。

　
「
裕
希
。
」

　
和
人
は
も
う
一
度
、
声
を
か
け
た
。

　
皆
、
無
言
で
あ
る
。

　
そ
ん
な
雰
囲
気
が
裕
希
に
不
安
を
与
え
、
勉
強
へ
と
集
中
さ
せ
て
い
た
。

　
心
持
、
朝
子
の
表
情
も
暗
い
。

　
「
ね
ぇ
、
秀
さ
ん
。
」

　
そ
の
沈
黙
に
耐
え
き
れ
ず
、
裕
希
は
秀
に
声
を
か
け
た
。
「
ど
う
し
た
の
、

皆
何
か
い
つ
も
と
違
う
よ
。
」

　
「
そ
う
？
」

　
黒
縁
の
伊
達
メ
ガ
ネ
を
か
け
た
彼
は
、
「
別
に
い
つ
も
と
同
じ
じ
ゃ
な
い
？

次
ど
れ
や
る
？
」

　
目
の
前
の
灰
皿
に
は
セ
ブ
ン
・
ス
タ
ー
の
吸
い
殻
が
積
ま
れ
て
い
た
。

　
彼
は
ま
た
一
本
タ
バ
コ
を
取
り
出
し
た
。

　
い
つ
も
の
『
夜
食
』
の
時
間
も
今
夜
は
な
い
。
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和
人
も
Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
を
先
刻
か
ら
吸
っ
て
い
る
。

　
（
ど
う
し
た
ん
だ
ろ
う
？
）

　
裕
希
は
そ
う
思
い
な
が
ら
、
教
科
書
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
た
。
今
は
期
末
試

験
の
事
だ
け
を
考
え
よ
う
、
と
集
中
す
る
。

　
時
計
の
針
が
深
夜
１
：
０
０
を
過
ぎ
た
頃
。

　
「
秀
。
」

　
ソ
フ
ァ
の
和
人
が
立
ち
あ
が
っ
た
。
「
行
こ
う
。
」

　
「
あ
あ
。
」

　
秀
も
席
を
立
つ
。

　
「
ま
た
『
闇
』
？
」

　
裕
希
は
キ
ッ
チ
ン
を
通
り
過
ぎ
る
彼
ら
に
向
か
っ
て
声
を
か
け
た
。

　
「
和
人
、
秀
－
－
」

　
不
安
そ
う
な
表
情
の
朝
子
も
声
を
か
け
る
。

　
「
必
ず
帰
っ
て
来
る
よ
。
」

　
玄
関
で
和
人
は
振
り
返
っ
た
。
「
Ｂ
Ｙ
Ｅ
。
」

　
「
朝
子
を
頼
む
ぞ
、
裕
希
。
」

　
秀
も
ニ
ヒ
ル
な
笑
顔
で
タ
バ
コ
を
く
わ
え
た
ま
ま
、
そ
う
告
げ
る
。

　
残
さ
れ
た
２
人
の
前
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
シ
ャ
ン
・
・
・
　
・
・
・

　
ド
ア
は
閉
じ
ら
れ
た
。

　
「
和
人
、
秀
！
」

　
朝
子
が
今
に
も
泣
き
そ
う
な
声
で
呟
い
た
。

　
「
大
丈
夫
だ
よ
、
朝
子
さ
ん
。
」

　
裕
希
は
立
ち
上
が
り
彼
女
の
肩
に
手
を
か
け
た
。
　

　
「
・
・
・
　
・
・
・
大
丈
夫
。
い
つ
も
の
様
に
何
事
も
無
か
っ
た
様
に
和
人

も
秀
さ
ん
も
帰
っ
て
来
る
か
ら
。
」

　
「
裕
希
く
ん
・
・
・
　
・
・
・
」

　
そ
う
声
を
か
け
る
彼
女
に
少
年
は
強
く
頷
い
て
見
せ
た
。
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い
つ
の
間
に
か
－
－
－
少
年
は
大
人
へ
と
変
わ
っ
て
い
た
。

　
２
人
は
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
の
方
向
へ
向
か
っ
て
、
深
夜
の
空
を
飛
び
、
や
が

て
そ
の
路
上
に
舞
い
降
り
た
。

　
無
数
の
紅
の
瞳
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。

　
「
九
桜
様
の
『
復
活
』
を
。
」

　
「
九
桜
様
を
我
ら
の
『
帝
王
』
に
。
」

　
新
宿
中
の
『
闇
』
が
そ
こ
に
集
ま
っ
て
い
た
。

ま
ち

　
「
や
は
り
、
あ
の
桜
と
い
う
子
と
榊
と
言
う
青
年
の
せ
い
だ
な
。
」

　
周
囲
を
見
や
り
、
和
人
は
言
っ
た
。

　
「
こ
こ
は
俺
に
任
せ
て
、
お
前
は
桜
の
所
へ
行
け
。
」

　
早
く
も
襲
っ
て
来
た
一
人
目
の
吸
血
鬼
を
蹴
り
倒
し
、
秀
が
告
げ
た
。
「
俺

ヴ
ァ
ン
パ
イ
ア

も
す
ぐ
後
を
追
う
。
」

　
「
わ
か
っ
た
。
」

　
和
人
は
地
を
蹴
り
、
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
の
屋
上
へ
と
向
か
っ
た
。

　
人
工
灯
さ
え
消
え
う
せ
た
こ
の
時
間
－
－
－
そ
こ
で
彼
ら
は
待
っ
て
い
た
。

ネ
オ
ン
ラ
イ
ト

　
「
や
っ
と
来
た
よ
う
だ
よ
、
お
嬢
。
」

　
黒
の
ス
ー
ツ
姿
の
榊
が
、
天
空
の
月
を
背
景
に
眼
前
に
舞
い
降
り
た
和
人
に

気
付
き
傍
ら
の
少
女
に
囁
い
た
。

　
「
や
っ
と
、
ね
。
」

　
あ
ど
け
な
い
笑
み
を
浮
か
べ
る
少
女
　
桜
は
目
の
前
に
立
つ
和
人
を
見
つ
め
、

「
秀
を
お
い
て
き
ち
ゃ
っ
た
の
？
」

　
「
あ
ま
り
甘
く
見
な
い
事
だ
な
、
俺
た
ち
の
事
。
」

　
和
人
は
目
を
細
め
－
－
－
既
に
先
制
攻
撃
を
仕
掛
け
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ッ
・
・
・
　
・
・
・

　
左
手
に
宿
し
た
青
白
い
炎
を
桜
に
向
か
っ
て
放
つ
。

　
「
甘
い
。
」
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榊
は
桜
を
抱
く
と
、
天
空
に
飛
翔
し
た
。

　
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
の
貯
水
槽
が
、
和
人
の
炎
を
受
け
壊
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ
っ
・
・
・
・

　　
水
が
一
斉
に
飛
び
散
る
。

　
和
人
は
地
を
蹴
っ
た
。

　
「
榊
。
」

　
青
年
の
腕
の
中
で
桜
は
言
っ
た
。
「
私
が
や
る
わ
。
榊
は
秀
を
や
っ
て
。
」

　
「
了
解
。
」

　
２
人
は
別
々
の
方
向
へ
と
飛
ん
だ
。

　　
「
ち
っ
・
・
・
　
・
・
・
！
し
つ
こ
い
奴
ら
だ
な
。
」

　
秀
は
都
庁
通
り
で
数
十
人
も
の
吸
血
鬼
を
相
手
に
し
て
い
た
。

ヴ
ァ
ン
パ
イ
ア

　
し
か
し
、
今
夜
は
満
月
－
－
－
秀
の
方
が
有
利
だ
と
秀
自
身
思
っ
て
い
た
。

　
た
だ
－
－
－
そ
の
『
紅
』
色
の
意
味
に
は
気
付
か
ず
に
。

　
背
後
か
ら
襲
っ
て
来
た
ニ
ー
ト
風
の
男
性
を
周
り
蹴
り
で
倒
し
、
再
び
前
方

に
目
を
や
る
。

　
「
！
・
・
・
　
・
・
・
」

　
黒
い
ス
ー
ツ
姿
の
男
性
が
そ
の
中
央
に
立
っ
て
い
た
。
「
榊
。
」

　
「
今
夜
は
『
満
月
』
。
」

　
榊
は
微
笑
し
た
。
「
こ
れ
で
お
互
い
フ
ェ
ア
だ
な
。
」

　
「
い
い
事
言
っ
て
く
れ
る
じ
ゃ
ん
。
」

　
秀
は
ニ
ヤ
リ
、
と
笑
い
地
を
蹴
っ
た
。
間
を
入
れ
ず
、
榊
の
懐
へ
と
長
く
鋭

い
爪
を
伸
ば
す
。

　
「
遅
い
よ
。
」

　
榊
は
軽
く
身
を
翻
し
そ
の
攻
撃
を
難
な
く
よ
け
た
。

　
「
！
・
・
・
　
・
・
・
」

　
秀
は
振
り
返
り
、
目
を
細
め
る
。
「
貴
様
－
－
－
吸
血
鬼
じ
ゃ
な
い
な
。
」

ヴ
ァ
ン
パ
ア

　
「
だ
か
ら
、
『
満
月
』
を
待
っ
て
い
た
の
さ
。
」
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榊
も
自
分
の
眼
前
に
鋭
く
伸
び
た
爪
を
か
ざ
し
、

　
「
確
か
に
、
『
九
桜
の
側
の
血
』
を
受
け
継
い
で
い
る
が
」

　
疾
風
の
早
さ
で
秀
へ
と
飛
び
込
む
、
榊
。
「
元
は
お
前
と
同
族
だ
。
」

　
「
何
！
？
」

　
秀
も
暴
天
で
攻
撃
を
か
わ
し
、
「
お
前
も
狼
男
な
の
か
？
」

ウ
ル
フ
ガ
イ

　
（
一
族
で
残
っ
た
の
は
俺
だ
け
じ
ゃ
な
か
っ
た
・
・
・
・
　
・
・
・
）

　
彼
は
思
い
、
近
く
の
ビ
ル
の
屋
上
へ
と
飛
ん
だ
。

　
そ
の
後
を
榊
が
追
う
。

　
「
な
ら
何
故
、
九
桜
の
側
に
従
う
！
」

　
秀
は
振
り
返
り
、
「
俺
た
ち
一
族
を
『
根
絶
や
し
』
に
し
た
の
は
九
桜
だ
ろ

！
」

　
「
そ
う
さ
。
」

　
榊
は
ビ
ル
か
ら
ビ
ル
へ
と
飛
び
移
る
秀
の
後
を
追
い
、
「
お
前
も
和
人
か
ら

離
れ
ろ
－
－
－
生
き
延
び
た
か
っ
た
ら
。
」

　
「
ど
う
い
う
事
。
」

　
「
同
族
の
好
さ
。
」

よ
し
み

　
榊
は
秀
に
追
い
付
き
、
そ
の
懐
へ
飛
び
込
ん
だ
。

　
互
い
の
爪
が
胸
を
貫
い
た
の
は
同
時
だ
っ
た
。

　
「
！
・
・
・
　
・
・
・
」

　
「
つ
っ
・
・
・
・
・
・
」

　
秀
は
苦
痛
を
顔
に
浮
か
べ
な
が
ら
、
右
足
を
榊
に
向
け
て
蹴
り
あ
げ
た
。

　
「
！
－
－
－
」

　
寸
前
の
所
で
、
榊
は
攻
撃
を
逃
れ
る
。

　
月
明
か
り
が
－
－
－
２
人
を
暗
闇
の
中
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
た
。

　
「
俺
と
一
緒
に
桜
の
元
へ
来
い
。
」

　
榊
は
言
っ
た
。
「
お
嬢
は
今
夜
『
帝
王
』
を
倒
す
。
」

　
「
そ
ん
な
事
あ
る
は
ず
な
い
！
」

　
秀
は
叫
ん
で
、
再
び
接
近
し
て
来
る
榊
に
向
か
っ
て
、
「
ど
れ
程
強
い
『
血
』

を
も
っ
て
も
桜
は
帝
王
を
倒
せ
な
い
！
」

　
「
そ
う
か
な
？
」
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２
人
は
絡
み
合
い
な
が
ら
、
「
だ
っ
た
ら
見
に
行
く
？
桜
と
帝
王
と
の
闘
い

を
。
そ
し
て
」

　
と
、
天
空
に
浮
か
ぶ
『
紅
の
月
』
を
指
示
し
、

　
「
何
で
お
嬢
が
『
今
夜
』
を
待
っ
て
い
た
か
知
る
た
め
に
。
」

　
「
待
っ
て
い
た
？
」

　
お
互
い
の
首
筋
を
狙
い
な
が
ら
、
対
峙
す
る
秀
と
榊
。

　
「
・
・
・
　
・
・
・
何
を
企
ん
で
る
、
貴
様
ら
。
」

　
「
ふ
ふ
・
・
・
　
・
・
・
」

　
榊
は
微
笑
し
、
「
そ
の
意
味
を
知
り
た
か
っ
た
ら
俺
の
後
を
着
い
て
来
る
ん

だ
な
－
－
－
そ
し
て
そ
の
目
で
見
て
み
な
。
」

　
均
衡
を
破
っ
た
の
は
榊
の
方
。

　
彼
は
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
の
方
向
へ
と
飛
翔
を
変
え
た
。
そ
れ
に
続
く
、
秀
。

　
星
が
瞬
い
た
。
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満
月
－
１
（
後
書
き
）

へ
た
り
あ
ー
ー
ー
っ
！
！
（
『
夜
叉
 

３
』
の
プ
ロ
ッ
ト
が
。
。
。
。
）
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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